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1. 栄養，食生活 の実 態を把握し， 栄養摂 取等に 関す

る不合理を改善して，地域社会に貢献したい。

2. 昭和40年度 の国民栄養調査， ならび に昭和41年度

における調査の，栄養，食生活 の実 態にもとづ き，県 南/

は倉敷市 を，県北 は津山市を指 定し て， 地域の実情を考

慮し た改善 策を研 究し， 実施 する。 この二 地区に対し て

は特に追跡調査等 によ9 ，問題点 を指摘し， 改善グルー

プを組織し て，講演会，講習会，研 究討議 会等を月 ２回，

く らい 開催するこ と，各世帯 別に栄養効果をあげる経済

的 な献立の作成 ，偏食の矯正 ，老人の食事等の特殊 栄養



の指 導等，多角的 な計画を実施し て食生活に対し て関心

をもたせ， 改善意欲をも!)たててい く。

3. 成果 についてはこ れとい って， はっきりし たもの

をつ かむこ とはで きない が，生 活意識 が旺盛 になり, 各

世帯 それぞ れの立場におい て，一歩 一歩向上し て来たこ

とは，たい へんよろこばしい ことと思ってい る。 そこで

そ の栄養指 導上 の経 過を報 告し たい。
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